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２５がまんなかにある、九九の表（ＡＩ画像作成・吉田有理）

[足して２０２５]の巻

　

　小学校の頃、暗記させられた九九。答えを全部足したら、２０２５になるという。今年じゃな

いか！

　実際にやってみよう。一の段から、九九の答えは、順に、１、２、３、４、５、６、７、８、

９。

　次は２の段。順に、２、４、６、８、１０、１２、１４、１６、１８。　次は２の段。順に、２、４、６、８、１０、１２、１４、１６、１８。

　教室の壁に貼ってあった九九の表を思い浮かべてみてほしい。

　つづいて、３の段、４の段、５の段、６の段、７の段、８の段。そして最後に９の段の最後の

数字８１まで足すと、（ふうっ。）合計２０２５になるのである。

　こう見えて、数字マニアのわたしは、この話を耳にした時、心がいたくザワついた。陰謀論で

は片付けられない壮大な宇宙の意志を、今年という年に感じてしまったからである。

　ところで、先ほどの足し算の方法については、ＳＮＳ上でも話題になっていた。各段の小計を　ところで、先ほどの足し算の方法については、ＳＮＳ上でも話題になっていた。各段の小計を

出してからプラスする方法が普通だろうが、その他にも、目の覚めるような計算のショートカッ

ト法がいくつも考えられるので、数字好きな方はぜひトライしていただきたい。

　ちなみに、Ｘ（旧ツイッター）に投稿されていた計算方法の中で、わたしが一番気に入ったの

は、これ。

「九九の平均は２５。数字は全部で８１個あるから、２５×８１＝２０２５」という超シンプル

なもの。

　この考え方、頭よくないですか？　この考え方、頭よくないですか？

「九九の平均が２５だってどうしてわかるの？」っていう意見があるかもしれない。

　でも、九九の表のまんなかにあるのは２５。九九の表の数字は、ぜんぶ等差で均一に並んでい

るから、まん中の数字２５が平均に決まっている。

　１０日前から、わたしたちの前に飛び込んできた不思議な数字２０２５。

　言霊（ことだま）とよくいうが、数字にも力が宿る。２０２５はミラクルな可能性を秘めてい

る。

=２０２５年１月１０日掲載= =２０２５年１月１０日掲載= 


